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‘04 青少年カナダ交流訪問団報告 

2004 年 7 月 26 日から 8 月 10 日の行程で実施された青少年海外派遣事業（青少年カナダ交流訪問団）の報告と

して、参加された皆さんに想い出を綴ってもらいました。 

 

プロローグ 国際交流は人生の出会の種 
__________________________ 深川国際交流協会副理事長 谷口 保幸（団長） 

 
カナダへの期待と希望を胸に高

まる鼓動と気持ちを押さえながらも

中学生 5 名と私たち引率 2 名が母な

る国、「日本」との暫しの別れであ

る。 

JAL12 便の機内からは遠くの

山々と果てしない大空の眺めも、あ

っという間に雲海の中へ･･･ 

7 回目を迎える青少年カナダ交流

訪問団事業も今回からは中学生だけ

の少数精鋭、事前研修を含め、まと

まりのあるグループで出発すること

が出来ました。 

スローガンのチャレンジ・エニ

スイング（何でも挑戦）を合言葉に、

子どもたち自ら選曲して、すべて英

語で歌う「ハッピーディー」、そし

て「世界にひとつだけの花」。歌詞

の一節に「一人一人違う種を持つ、

その花を咲かせることだけに一生懸

命になればいい」 

まさに、21 世紀国際交流の目標

を歌に託した素晴らしいパフォーマ

ンスの完成と自主性を持っての 2 週

間の研修が始まりました。 

毎日が驚きの連続で歓喜あり、ハ

プニングあり、すっかりカナダの生

活にとけ込む姿が、次第に自信に満

ち溢れた行動となり、彼らがとても

頼もしく思いました。 

ウォータースライダー・バンク

ーバー・ビクトリアのフィールドト

リップ（見学旅行）、特にチリワッ

クパークでの一泊二日のキャンプは

生涯忘れない思い出になったことで

しょう。私にとっても岩盤の登山ハ

イキングは体力の限界を知ることに

なりました。 

ホストファミリーの娘や息子の

ように接する温かい心に触れ、涙と

感動に満ち溢れた目の輝きは、将来

の夢につながる大きな宝物を発見し

たようです。 

今回、このような機会を与えてい

ただいた深川市・そして国際交流協

会の皆様に感謝申し上げるとともに、

素晴らしい体験を出来た 5 名の子ど

もたちはカナダで蒔いた「出会の種」

で人生の大きな目標として、必ず国

際社会で活躍してくれることを願う

ところであります。 

 

日程・メンバー紹介 

 

 

 

 

月日 主な研修内容 

7.26 

7.27 

7.28 

7.29 

7.30 

7.31 

8.1 

8.2 

8.3 

8.4 

8.5 

 

8.6 

8.7 

8.8 

8.9 

8.10 

� 出発～バンクーバー国際空港へ 

� 英語の授業 

� 英語の授業、カルタス湖見学 

� 英語の授業 

� ビクトリア市内見学 

� ホストファミリーと過ごそう 

�  〃 

� 英語の授業、アグリフェア見学 

� キャンプ 1 泊 2 日 

�  〃 

� 英語の授業、グランヒルアイランド、 

スタンレー公園散策、キャピラノ渓谷 

� お別れパーティー 

� ホストファミリーと過ごそう 

�  〃 

� バンクーバー国際空港出発 

� 帰国～深川へ 

半澤郁奈美 

（リーダー） 

深川中学校 3 年 

 

長澤まりな 

（サブリーダー）

一已中学校 2 年 

後藤 翔栄 

一已中学校 2 年 

 

星野 果歩 

一已中学校 2 年 

森川 麻美 

深川中学校 2 年 

 

谷口 保幸 

（団長・引率） 

深川国際交流協会

副理事長 

佐藤 亜矢 

（副団長・引率）

深川国際交流協会

理事 
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カナダの大きさ _____________________________ 半澤 郁奈美（深川中学校 3 年） 
 

『カナダに行ける』 

ただ自分の世界を広げてみたい一

心で応募したものの、カナダについて

知っていることはほとんどなかった。

大きな土地、メープルの葉、アメリカ

みたいなところ。しかし、行ってみる

とたくさんのことがわかった。土地も

人もモノもすごく大きかった!!! 

けど、もっと広いのは人の心だ。

誰とでも仲が良いというのは日本人

にはあまり考えられないこと。そして

アメリカみたいというのは全然違っ

ていた。カナダ人はアメリカと一緒に

されるのを嫌がるし、アメリカは「自

由の国」といっても差別が絶えないと

ころだそうだ。『世界を広げたい』と

思って行った私には『外国』ではなく

『カナダ』に行けたことはすごく価値

観を変えることのできる最高の機会

だったと思う。カナダに行ったことで

日本の良いところもわかった。 

私はカナダに行けて良かった。マ

ーフィー家に行けて良かった。色んな

ことを教えてくれて、いつも明る

くおもしろくて、優しいホストマ

ザー・ドナが大好き。やさしくて

料理の上手なホストファザー・ボ

ブも、おもしろいホストカズン・

お兄ちゃんも好き。あまり会えな

かったけどホストの娘のアシュリ

ーも優しかった。私も何人かの生

徒のうちの一人になってしまうか

もしれないけど、16 日間マーフ

ィー家にホームステイしたことを

一生忘れないと思う。 

今、考えると 16 日間なんてあ

っという間だった。本当にユメみ

たいだった。ブッチャートガーデ

ンは不思議の国のアリスみたいだ

し、色んなものが可愛かった。こ

れからもとの生活に戻るというの

が信じられない。この 16 日間で

私は変わった!!!というところは自

分ではわからないけれど、色々な

ものを見つけた気がする。優しく

て忘れられないカナディアンの人

たちや、はじめて挑戦したたくさんの

こと。そして将来は海外の人とかかわ

る仕事を本気でしたいと思ったこと。

今までなりたいものなんてなかった

けど、なりたいものが見つかった。毎

年高校生を含めて 10 人で行ってい

たのに、今年は中学生 5 人で少ない

から盛り上がらないかもしれないと

思っていたけれど全然そんなことは

なかった。逆にすべてのことを 5 人

で出来て良かったと思う。 

カナダに行けたこと、両親がその

機会を与えたくれたこと、マーフィー

家に行けたこと、先生がマーニーだっ

たこと、その他すべての巡り合わせが

最高に恵まれていると思った。たくさ

んのことに感謝しています。 

いつかまた必ずカナダに行ってホ

ストファミリーやマーニーに会いた

い!!! 

カナダ大好き!!! 

 

 

 

楽しかった夏休み____________________ 長澤 まりな（一已中学校２年） 
 

今回私はカナダに行って色んなこ

とを経験させてもらえました。外国に

行くことは初めてで、カナダで 2 週

間ホームステイすることも本当に毎

日ドキドキで何もかもがわからない

状態でした。 

まず、出発の日の 1 日目。その日

はまだカナダに行くということを自

覚していませんでした。飛行機に乗っ

ていても、「夢の中なのかな？」と何

度も思いました。それほど私の中では

この冒険が夢のようだったのです。 

そして、カナダに着いた時、待っ

ていたのは、マーニーでした。その人

はモデルのように美人でした。マーニ

ーは本当に優しく、気がきく先生でい

つも頼ってばかりでした。マーニーに

は、本当に大変お世話になりました。 

そしてこの 2 週間の中で一番楽し

かったのは？と聞かれても、すべてが

楽しかったので一つにしぼるのは難

しいです…（笑）。そこで、ウォータ

ースライダーのこと、キャンプの

ことを書きます。 

始めにウォータースライダー

は、色々な種類があって、最初に

どこから乗ろうかと迷うぐらいで

した。そして、一番急なものは 90

度近くあって、最初は怖くて乗れ

ないなと思っていましたが、一瞬

頭の中にある文章が流れたのです。

そ れ は 私 達 の ス ロ ー ガ ン

“Challenge Anything（何事に

も挑戦）”でした。ここで諦めた

ら一生悔いが残ると思い、決心し

て挑戦しました。一瞬体が浮きま

した。滑り終わったら「おもしろ

い！」の一言でした。結局 3 回も

滑りました。 

次にキャンプは森の中という

感じでした。山登りもしたし、洞

窟にも入ったし、湖で泳いだし…。

自然がいっぱいでした。一日目の

夜に少し雨が降ってしまったけど、

みんなで“2 人マイムマイム”をキャ

ンプファイヤーの周りでやった時は

本当に盛り上がりました。そして、そ

のあとに待ちに待った肝だめし。怖い

けど、私は大好きなのです。森の中を

歩いた時は、やっぱり怖くて寿命が縮

まったような気がしました。このよう

に、この 2 日間のキャンプは私の中

で一番印象深い楽しいキャンプでし

た。 

心に残っているのはお別れパーテ

ィーです。私のホストファミリーは全

員参加してくれました。私達のパフォ

ーマンスを見て、私のホストファミリ

ーのお母さんとお父さんは感激して

くれました。そして最後にマーニーか

ら卒業証書を受け取った時は、今まで

の気持ちが涙に変わって出てきてし

まいました。マーニーは「泣かないで」

って言って涙をこらえているのがわ

かりました。 

そして別れの日、何度も私達は空
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港で「帰りたくない、カナダに残る」

と言っていました。お別れは本当に悲

しくて寂しくて…。今、この 2 週間

を振り返ってみると、やっぱり夢のよ

うだったと思います。 

 

[第 2 の家族] 

私のホストファミリーは本当に優

しい父・ルイスさんといつも明るく

て頼れる母・バーバラさんと、いつも

一緒にいた長男 6 歳ミヴァエルと、

いつもはしゃいでいる次男 4 歳エズ

ラと本当かわいい三男 2 歳ジョバー

ニの 5 人家族でした。1 日目に家に

着いたとき「マリーナ」「マリーナ」

と何回も言われました。私は下に妹や

弟がいなくて、3 人弟ができたと

いうのは初めてでした。どうやっ

て遊べばいいのかもわからなかっ

たし、何て話しかければ良いのか、

最初は全然わかりませんでした。

その時はいつもバーバラやルイス

に助けられました。いつも私に気

を使ってくれ、食事も私の好みに

合わせてくれました。そして公園、

湖、モール、図書館、プールなど

色々な所へ連れて行ってくれまし

た。本当に大変お世話になりまし

た。あっという間に時間がたった

2 週間でした。 

そして、お別れの日の前日、ル

イスが日本語で「ココニキテクレ

テ ウレシカッタ。マリナニ アエテ 

ヨカッタ。トウキョウニ キヲツケテ 

カエッテネ」と言ってくれました。バ

ーバラが東京に住んでいる友達に日

本語を教えてもらっていたのでした。

私はそれを聞いたときは、思わず涙が

出てきてしまいました。こんなに嬉し

かったことはなかったです。 

お別れは本当に悲しくて寂しかっ

たです。私は何度も「Thank you」

を言いました。 

今、思い出してみると、すごく良

い家族だったと思いました。 

そして、またいつか会いたい。 

 

 

 

短かった２週間_________________ 後藤 翔栄（一已中学校２年） 
 

カナダに行っていた 2 週間は毎日

が新鮮でアッという間に過ぎてしま

った。 

カナダに行っておどろいたことは、

町中のあちこちにカナダのマーク（カ

エデ）がついているのにおどろいた。

日本ではめったについていないのに、

カナダでは土産屋はもちろん普通の

店で売っているものやマクドナルド

にまでついていた。あと、カナダの人

がカエデのついた T シャツを着たり

していて、自分の国がすごく好きなん

だと思った。 

次におどろいたのは着いた日に学

校に行くとすぐ、うちのホストマザー

が来たことだった（笑）。ホストファ

ミリーの家は学校から車で 3 分ほど

の所にあった。最初は、なかなかコミ

ュニケーションがとれなかったが、ホ

ストファザーが「一緒に野球を見な

い？」と誘ってくれたりして、段々と

うちとけていけた。僕のホストファミ

リーは、以前に 6 人の方を受入れ

されていて、さらに 8 月 10 日に

8 人目が来るというだけあり、

色々なことに気付いてくれたりし

て、とても良い家族だった。朝は

たまに起きられないこともあり、

起こしにきてくれた。その家には

階段をのぼってキッチンのすぐ横

に引戸があり、そこには庭があっ

て犬を飼っていた。僕は動物が好

きなので、学校から帰ってきたら

毎日その犬と遊んでいて、「君は

動物がすきなんだね」と言われた

りしました。 

それからカナダの人は、休みの

日やヒマな日は親戚の人や友達が

遊びに来たり、反対に遊びに行っ

て夕飯をごちそうになったりして

いました。何度か小さい男の子が

遊びに来て一緒に遊んだりしてい

た。しかし、小さい子なのだが、

当然英語を話すので、時々何度か

聞き返さなくてはいけなくて少しシ

ョックだった。今度は普通に会話がで

きるようになりたいと思う。 

僕はこの 2 週間という期間の中で

カナダの文化や自然などにふれるこ

とができて、大変貴重な体験ができた

ことはとてもうれしかった。しかし、

今回は親や深川市の人々が協力して

くれたことによって実現したわけで

あり、自分はほとんど何もしていない

状態だったので、今度は誰の力を借り

ることなく自分の力でカナダの地を

ふみ、ホストファミリーのみんなやお

世話になったマーニーなど、みんなに

また会いに行きたい。このように言葉

では言い表せないことがカナダでは

たくさんあった。 

最後に、カナダのみんなに、俺は

何年たとうとも絶対会いに行くから、

待っていてくれ!! 

 

 

 

すごく楽しかった Canada __________________森川 麻美（深川中学校２年） 
 

一生忘れない宝物を手に入れるこ

とが出来た 16 日間でした!!! 

何をやってもダメで、もちろん英

語は一番苦手な教科。ハッキリ言って

不安だらけだった。そしてカナダ

に到着。 

私たちの先生マーニーが空港

で待っているはずなのに見過ごし

てしまって、どこにいるのか分からな

いというハプニングもあったけど、マ

ーニーはすごく優しくて親切で、日本

語で「クマ」「校長先生」と話してい
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るのをみんなで爆笑して、すごく楽し

かった。もちろんウォータースライダ

ーやキャンプなど、毎日楽しいことば

っかりで夢みたいだった。ウォーター

スライダーをやり過ぎて水着が少し

破れていた。山登りはスゴイ崖のとこ

ろを歩いたり、日本では歩けないよう

な道をいっぱい歩いた。湖はスゴク綺

麗で泳ぎたかった。ブッチャートガー

デンの花も天気が良い日だったので

輝いて見えた。カナダにいる間に 5

回くらい行ったショッピングモール

はどこに何があるか大体分かるくら

い、色々な所を回った。一番びっくり

したのがスーパーの大きさ。売ってい

るものも大きければ店自体も大きい

し、何もかもスケールが違った。ジュ

ースの量も日本のＭサイズがＬサイ

ズだし、飲み物に氷が入っていないの

も驚いた。 

 

「CANADA の家族」 

私のホストファミリー、お父さん

の Brett、すごく身長が高くて料

理を作るのがとても上手でマッチ

ョなお父さん。お母さんの Illana、

すごく優しくてゆっくり話してく

れたり、毎朝寝坊する私を優しく

起こしてくれたりと色々と迷惑を

掛けました。一番上のお兄ちゃん

の Travis（17）は、お父さんと

同じくらい身長が高くて信じられ

ない事に胸にピアス…。あまり家

に居なくて少ししか話せなかった

けどカッコイイお兄ちゃんでした。

妹の Courtney（13）は妹だなん

て言えないくらい大人っぽくて美

人で一緒にテレビを見たり、映画

館に行ったりとすごく Courtney

といると楽しかった。弟の Riley

（13）は Courtney と双子。1

から 10 の数字を日本語で数えた

り、「オヤスミ」と言ってくれて

すごく嬉しかった。見た目は大人

っぽくて身長も高くて美形なのに

中身はまだ 13 歳だった。 

私の家はスポーツ家族で Travis と

Riley はアイスホッケーをやっていて、

Courtney は水泳をやっていて家に

はダンベルとかがたくさんあった。し

かも家の飲み物は水かミルク。たまに

オレンジジュースもあった。 

最初に会ったときは、頭が真っ白

で言っている英語もほとんど分から

なかったけど、みんな優しくてスゴク

面白くて、少しは英語が分かるように

なった気がします。短い間だったけど

このスポーツ美形 family が大好き。 

今度来る時は英語の勉強をもっと

もっとしてから、もう一度会いた

い!!!!! 

CANADA が大好きになったし、

日本のことも少し見方が変わった気

がします。 

 

 

 

 

I like Canada very much!! _______________ 星野 果歩（一已中学校 2 年） 
 

私は、カナダで過ごした 16 日間、

本当に幸せでした。 

カナダに行く前は、ぜんぜん実感

がありませんでした。参加した時も、

16 日間も知らない家で、言葉の通じ

ない人達と一緒に過ごすことなんて、

深く考えてなくて、ただ外国に行った

ことがないから、行けるなら行ってみ

たいなぁと、思ったぐらいでした。自

分が参加したことから、それは運命で

した。 

カナダに着いた瞬間から、もう外

国という感じで、そこでの最初の出会

いはマーニーでした。マーニーは、い

つも優しくて、楽しくて、子供もいる

というのにかなりおちゃめな人でし

た。 

私達は日本語ばっかり使うし、迷

惑もたくさんかけたと思うけど、いつ

も笑顔で明るくいてくれたマーニー

が大好きです。 

次の出会いは、とてもお世話にな

ったホストファミリーです。私のホー

ムステイ先の Talvio 家のお父さん

Les は荷物を持ってくれたり、TV を

見てて急に笑いだしたりする優し

くて楽しい人。お母さんの Kristin

はどこに行くときでも、「忘れ物

はない？」とひとつひとつ聞いて

くれた気のきく人。ひとつ上のお

姉ちゃんの Lia には日本のＭＤや

雑誌、プリクラなどを見せたり、

逆にカナダの物を見せてもらった

り、プーさんやキティーちゃんの

話や学校のことなど色々と話した

りした。それと犬 1 匹、猫 2 匹の

合計 3 人家族＋3 匹でした。お兄

ちゃんもいるはずだったけど、そ

の時はいませんでした。でも、一

番上にもう一人お兄ちゃんがいて、

そのお兄ちゃんとはホストファミ

リーの家に行ったり、来たりもし

ました。 

このファミリーはキャンプが

好きなようで、2 回もキャンプに

行きました。そして、プールに入

ったりバレーをしたりしました。

たくさんお友だちを呼んで、家族

お気に入りの歌手が出てる TV を

見たり、教会や買い物にも連れて

行ってくれました。 

行く前から、どんな家族だろう？

と、そればかり心配していたけれど、

とってもステキな family でした。私

の英語が通じなくて困ったこともあ

ったけど、ちゃんと聞いてくれたし、

話すときはゆっくり話してくれ、それ

でもわからない時は何度も言ってく

れました。Talvio 家にホームステイ

出来て本当に良かったです。 

日本に帰ってきてからも、マーニ

ーとリアにメールをすると、すぐに返

信してくれました。すごくうれしかっ

たです。全て英語で送るので大変だけ

ど、これからも続けていきたいです。 

そして訪問団のみんなで行動した

ことも、もちろん楽しかったです。ウ

ォータースライダーや、ビクトリア、

ブッチャートガーデン、ミルレイク、

キャンプ、キャピラノ、乗馬など色々

なところに行きました。なかでもキャ

ンプは、コーディネーターのダン、レ

イチェル、テイラー＆ナタック（犬）

とも出会えて、かなり険しい山道を登

ったり、夜遅くまで語っていたり、冷
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たい湖で泳いだり、すごい洞窟を探検

して、とっても楽しかったです。 

この 16 日間は、楽しいことしか

ありませんでした。たくさんの人との

出会いや、いろんな経験を通して、私

は成長することも出来たと思います。

今振り返ると、夢のような出来事だっ

たけど、心の中にひとつひとつす

ごく鮮明に記憶に残っています。 

カナダに行けて良かったと心

から思えるし、この思い出を絶対

に一生忘れることはありません。

私はもう一度大好きなカナダに、

大好きなホストファミリーと、マ

ーニーやたくさんのみんなに会いに

必ず行きます。だからこの経験をここ

で終わらせないで、未来につなげたい

です。 

I was having a great time. 

Thank you!! 

 

 

 

 

エピローグ 
___________________________ 深川国際交流協会理事 佐藤 亜矢（副団長） 
 

「初めて海外で2週間生活をす

る」これは中学生にとっては一大チ

ャレンジです。大丈夫かな、と引率

が決まった当初はかなりやきもきし

ていたものです。 

しかし、出発前の事前研修を重ね

るにつれ、この子たちならなんとか

やっていけるかな、という気持ちが

大きくなりました。 

そして、その予感は的中。カナダ

での16日間は感心するくらいすべ

ての行動に積極的にチャレンジして

いく姿をとても頼もしく見ていまし

た。（ちょっと元気が良すぎる所も

あったけどね） 

Challenge anything"の目標を

実際に見事に達成しましたね。その

目標のおかげで私もウォータースラ

イダーの一番急な滑り台にチャレン

ジすることができました。 

誰かホームシックにでもなるの

では、と心配したりもしたけど、2

日間英語漬けで不安がっていた週末

も見事楽しい週末に変えていたよう

です。おかげで、私も思う存分自分

のホストファミリーと楽しむことが

できました。普段高校生たちに英語

を教えている私ですが、ふと、なん

で英語を勉強しなければならないの

か、という疑問を投げかけられたり、

自分自身でもそう感じたりすること

があります。その答えはカナダにあ

りました。英語を通してたくさんの

人に出会って、話をして、その国が

好きになる。これは単純に楽しいこ

とです。 

そして中学生の若いみんなにと

っては可能性を広げる大きなきっか

けとなることです。もっと英語を勉

強してカナダに絶対戻るんだと、今

回の経験と通して5人とも強く思っ

たようです。こうやって国際交流の

芽が着実に深川とアボツフォードで

育っていくのは素敵なことですね。

みんなもっともっと英語を勉強して

自分の世界を広げていってください

ね。そして、それと同時に日本のそ

して深川の良さを伝えられる人にな

ってくださいね。 

It’s been nice meeting 

 

 

 

高校生の交換留学制度について 

市では、平成 13 年にアボツフォード市との高校生の交換留学制度を創設しました。 

平成 13 年度は、アメリカ合衆国の同時多発テロ事件が発生し、平成 15 年度はＳＡＲＳの発生でいずれも事業が中

止され、今年で２回目の実施となりました。 

今回は、10 月 3 日～11 月 27 日までの 8 週間、アボツフォード市の高校生３人を受け入れ、12 月 17 日～２月

13 日までの８週間、深川市から 5 人の高校生を派遣いたしました。 

 

氏   名 学       校 学年 

工藤 大揮 北海道立深川西高等学校 1 年 

ｼﾞｪｲ ｻﾝｸﾞ ﾑｰﾝ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾍﾞｲﾂﾏﾝ ｾｶﾝﾀﾞﾘｰ ｽｸｰﾙ １年 

栗原 秋恵 北海道立深川東商業高等学校 １年 

ｻﾗ ｼｪﾙﾋﾞｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾍﾞｲﾂﾏﾝ ｾｶﾝﾀﾞﾘｰ ｽｸｰﾙ １年 

森川 絵梨 北海道立深川東商業高等学校 1 年 

ｷｬｻﾘﾝ ﾊﾞｽﾄｩ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾍﾞｲﾂﾏﾝ ｾｶﾝﾀﾞﾘｰ ｽｸｰﾙ １年 

佐藤 万里子 北海道立深川西高等学校 1 年 

新谷 夏未 北海道沼田高等学校 1 年 
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カナダからの交換留学生を受け入れた感想 
 

ホストファミリーとなって___________________________ 森川 敬三 
昨年 10 月３日夜より、カナダ人

キャサリン・バストゥさんが２ヵ月

間、我が家の一員となりました。 

1 ヵ月前、市役所企画課の人より、

交換留学生の受け入れの要請があり、

当初妻の仕事や部屋がないことから、

お断りしていたのですが、長女が交

換でカナダへ行くこととなり、少し

でも友達になって、英語に慣れれば

という思いで、受け入れを承諾いた

しました。その後の２・３週間は、

部屋はどうしようか、机はどうする

等、バタバタな日々が続きましたが、

なんとか受け入れる準備ができまし

た。 

受け入れ前は、言葉・食事・生活

環境の違いなど、家族でどうなるか

不安がありましたが、いざ来てしま

うと、そんな不安も無くなってしま

いました。 

キャサリン 17 歳、カナダアボツ

フォードの女子高生。10月3日夜、

市役所会議室で初めて見た時は、口

元にピアス、黒のアイライン、今後

がどうなることやら、と少々不安に

なりました。市役所から我が家へ帰

る山一線通りの車の中で外を見て、

日本語で一言「日本の家小さいね」。

外国から見ると、やはり日本の家は

ウサギ小屋なのかなと思いました。

後で聞いてみると、「かわいい」と

言いたかったようです。家に着き、

早速、部屋・トイレ・風呂等家族が

案内し、一通り終わると、夜 12 時

近いというのに、キャサリンのおみ

やげ披露がはじまりました。かなり

分かりやすい日本語で、一つ一つ家

族に渡してくれ、私たち家族も彼女

も興奮ぎみだったせいか、その日は

夜中 1 時すぎまで、あれこれ話を（も

ちろん日本語で）しました。 

さていよいよ、２ヵ月間のホスト

ファミリーのはじまりです。 

言葉・食事の心配は１・2 日目で

なくなってしまいました。4 年間勉

強した日本語はかなり分かりやすく、

「日本食大好き」と言うだけあって、

朝から、ごはん・味噌汁を上手な箸

使いで食べていました。なにより、

積極的に馴染もうという姿勢で、何

にでも興味をもち、コミュニケーシ

ョンをとっていたことが、私たち家

族にとっては楽でした。長女とは、

趣味の映画鑑賞（特にホラー映画）

の話で盛り上がり、毎夜ＤＶＤ鑑賞

会で、話題は尽きませんでした。平

日なのに、夜 2 時 3 時まで居間でＤ

ＶＤを観ていたのには、少々閉口し

ましたが。 

彼女はショッピングが好きで、家

族と色々と出かけました。旭川イオ

ン・サティ・札幌ステラプレイス・

狸小路、人気の旭山動物園など、ま

た、映画も観ました。シネコン・ス

ガイディノス（ここは留学生割引が

ありました）など。そして一緒に食

事などしていると、かならず子供が

“外人さん”と言って彼女をジッと

見ているのを、彼女は嫌がっていま

した。アボツフォードの学校では、

色々な国の人が学んでいるため、誰

もが“外人”をほとんど意識しない

ようです。もちろん、アボツフォー

ド市民も同じでしょう。 

例年ですと、11 月ともなれば雪

があっておかしくないのですが、な

ぜか雪が降らず、学校も自転車で通

えて、楽だったようです。ただ、ク

ラスメートからは、毎日プリクラ攻

勢に遭い、少々お疲れの様子でした。

途中一回、行方不明事件がありまし

たが、これも今になっては、笑い話

です。 

１ヵ月も経った頃には、すっかり

生活にも慣れ、中学生の次女には、

英語を教えてくれたり、長女にもカ

ナダでどのように生活したらよいか

教えてくれたりと、家族の一員にな

っていました。私も少しくらい英語

を話せるようになろうと努力したの

ですが、昔習った和製英語が抜けず、

残念ながら会話までには、いたりま

せんでした。 

２ヵ月が経ち、帰国の前日には、

皆で中華料理を食べ、カラオケに行

き、卓球をして、お別れ会をしまし

た。思えば日本食が大好きと聞き、

ラーメン・うどん・すきやき・す

し・鍋物と、色々と食べましたが、

どれもおいしかった、と喜んでいま

した。 

このようにして、我が家のホスト

ファミリー期間は終了しました。 

深川に住んでいると、普段の生活

の中で“外人”に接することはほと

んどなく、ましてや英語で会話する

ことなどまったくありません。今回

のホストファミリーという体験によ

り、英語・世界・生活環境・外国人

と様々な面で、勉強させられた気が

しました。特に、キャサリンはカナ

ダ人とアメリカ人は全然違う、とい

うことを強調していました。ですか

ら、“外人”＝カナダ・アメリカ・

イギリス人等々まとめて“外人”と

言われる事を嫌っていたと思われま

す。カナダ人であることに誇りをも

っていました。 

またホストファミリーになるか、

と聞かれると「？？？」です。今回

は非常によかった例と思えるからで

す。しかし、市の交換留学制度は今

後も継続して頂きたいと思います。

最後に、国際交流協会及び市役所企

画課の皆様には本当にありがとうご

ざいました。 
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交換留学生を受け入れて_____________________________ 栗原 玲子 

8 週間。そんな長い間よその大事

なお子さんを預かるなんて、と、最

初はとても不安でした。また、事前

にいただいた留学生の情報も限られ

ていて、顔も知らない状態での受け

入れに戸惑いもありました。一体、

どんな子が、どんな期待を持って留

学してくるのか？また、我が家がど

れだけそれに応えてあげられるの

か？そもそも、英語が話せないのに

どうやって意思の疎通を図るのか？

心配の種は尽きることなく、たぶん

長く大変な８週間になるだろうな、

と予想していました。でも、実際に

はあっという間に留学期間は終わっ

てしまい、今思い出されるのは、楽

しかったこと、うれしかったことば

かりです。 

サラが滞在していた８週間は、主

人も私も娘が一人増えたような気持

ちでいました。実際に私たちをお父

さん、お母さんと呼んでくれました

（もっとも、一緒にいる時間があま

りとれなかった主人は、「俺、“お

父さん”って３回くらいしか話しか

けてもらえなかった…」と、少し残

念がっていますが）。基本的に学校

がある時期だったので、毎日お弁当

を持って、長女の秋恵と自転車通学

し、休日は居間で一緒にのんびり過

ごしたり、皿洗いを手伝ってもらっ

たりしました。祖父母が来た時には

一緒に動物園に行ったり、秋恵や次

女のバレーの試合の応援に行くなど、

ごく普通に家族の一員として過して

いました。また、我が家の家業にも

貢献してもらいました。海外からの

宿泊予約にメールで返信する際、英

文を添削してもらったり、宿泊客と

英会話で“国際交流”してもらった

り、りんごの収穫作業をしてもらっ

たり、などなど。これはサラにとっ

ても、おもしろい経験だったのでは

ないかと思います。心配していた言

葉についても日常生活を送る上では

何も問題はありませんでした。 

ただ、やはり英語をもっと勉強し

ておけば、お互いのことをよりわか

りあえたのにと、少し残念な気持ち

です。サラや秋恵にとって、今回の

交換留学を通して友達になれたこと

はとても素晴らしいことです。この

あともお互いの日常生活の中で、さ

らに見聞をひろめるなど、自分を高

めていくことで、さらに交流は深ま

るはずです。今後も二人が、よりお

互いの心を通いあわせて成長してい

ってくれることを、お父さんも、お

母さんも願っています。 

 

 

素敵な出会い _____________________________________________________ 芹田 則子 
この度、縁が有りましてカナダア

ボツフォードの高校生を受入れ出来

ましたことに感謝致します。最初は

不安でしたし、私にはできないと思

っていました。しかし、市の企画課

の方々の説明を受けるうちに、「孫

もカナダでお世話になるということ

は先に受入れることが当り前ではな

いのだろうか」ということに気づき

ました。 

ジェイ・サング・ムーンという高

校生に会う前には、孫と二人でよく

話しをしました。言葉が通じなけれ

ばどうしよう、食事はどうしよう

等々、その都度「なんとかなるか」

といういい加減な気持ちで納得して

いました。 

16 年 10 月 3 日午後 10 時 30

分迎えに行く約束が、私達は午後 9

時 30 分頃家を出たので、あまりに

も時間がありすぎ困りました。市役

所の方々もそわそわしていました。 

間もなく到着したジェイ・サン

グ・ムーン君に会い、まったく日本

人と同じ顔をしているのにびっくり、

孫と顔を見合わせました。ジェイ君

は、韓国生まれのカナダ人で、韓国

育ちの孫と共通できる人でした。帰

り道から、もう随分前から知ってい

るかのように会話ができ、私は孫が

二人できたような気持ちで嬉しかっ

た。二ヶ月はあっという間に過ぎま

したが、私には緊張の二ヶ月でした。

現在育ち盛りの二人の食事のこと。

お世辞であることは解っていました

が、何でもおいしいと喜んで食べて

くれました。朝 6 時から朝食の用意、

お弁当二人分。8 時すぎに二人が学

校へ行った後、私も仕事に出勤。 

夜は６時に食事の用意、二人は待

っていましたとばかりに、今夜は何

かと聞きに来る。お肉類が好きな二

人は今夜の献立に興味が湧き上がる。

私なりに楽しみながら日々過ごして

いました。 

帰国する前の夜、鍋焼きを食べに

行きました。帰り際、孫が「外に出

て」と私の腕を引っぱるのです。今

日のこの鍋焼きは “お世話になった

お礼に”とジェイ君がお金を払うと

いうので、“ありがとう”と言って

くれ、と言うのです。しかし私はジ

ェイ君のサイフの中身を知っていた

のです。いくらあるのか、明日帰る

のに大丈夫なのかと聞いていたので

す。三千円しか入っていなかったの

です。それなのに 800 円×3 個です。

素直に喜んでご馳走になりました。

私は嬉しかったことを告げ、無理を

して男らしさを出したことを後悔さ

せないようにと「これは私の気持ち

だから」と三千円を渡しました。ジ

ェイ君も嬉しそうでした。 

来た時には「お母さん」と呼んで

くれたのに、帰る日の朝は「おばあ

さん」と呼ばれ、何かとっても淋し

く感じました。孫との別れを感じま

した。 

二人分の洗濯も生きがいとなって

いました。 

学校に行く時、ジェイ君は「お帰

りなさい」と大きな声で私に言い、

帰ってきた時は「行って来ます」と

大きな声で言うジェイ君。最後に反

対だということを教えました。彼も

笑って帰って行きました。
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ハロウィーンパーティー開催される 
______________________________________________ 深川国際交流協会広報部会 橋向 利勝 

去る 10 月 31 日、当協会主催としては２回目となるハロウィーンパーティーが

プラザホテル板倉を会場に行なわれました。 

２回目となる今回は、アボツフォードへの交流事業に参加した生徒、カナダから

の交換留学生にもパーティーの企画や、事前の準備、飾り付け等に参加してもらい、

充実した内容となるようお手伝いを頂きました。 

当日の参加者は中高生約 45 名。実行委員は各自仮装をして参加者を迎えました。 

最初はハロウィーンと言えば誰もが連想するカボチャのランタン作り。ひとり一

個ずつのカボチャを目の前にして、まずはカボチャの頭の部分をくり抜く作業から。わたを取り出すあたりで「ヌルヌル

して気持ち悪い」という声が聞こえ始めます。続いてマジックでだいたいのデザインを決めて顔作り。のこぎりやカッタ

ーを手に、友達同士で相談しあいながら、少しずつ色んな顔ができていきます。最後にでき上がったランタンを会場の端

のテーブルにならべ、中にろうそくを入れて会場の明かりを落とすと、ゆらゆら揺れるろうそくの炎に様々な表情の顔が

浮かび上がっていきます。作業がひと息ついたら、ここでカボチャのスープのサービス。スープを口にしながら、でき上

がったランタンと記念撮影をしながらひと休み。 

続いて、深川市の英語指導助手のキースの説明で、水を入れたバケツに浮かべたリンゴを、手を使わずに拾い上げるレ

クゲームを行ないました。水の上でくるくる回るリンゴにみんな悪戦苦闘。あちこちで悲鳴のような叫び声があがり会場

は盛り上がりました。 

こうして 1 時間半はあっという間に過ぎ、みんなお手製のランタンと、ハロウィーンにちなんだお土産を手にしてパ

ーティーは終了しました。 

 

 

 

インターナショナルデー開催 
____________________________________________ 深川国際交流協会副理事長 宇野 富美子 

2004 年 6 月 18 日恒例の“International Day”が、中高生・外国人（9 名）

を含めて参加総数 106 名で開催されました。 

回数を重ねる度に、中高生の生徒間にも、このイベントが定着してきたことは

大変喜ばしいことです。 

当初国際ソロプチミストが、国際的な青少年育成の目的で行っていた行事を、

国際交流協会設立と共に受け継ぎ現在に至っておりますが、最初の頃は参加者も

物怖じして積極的に外国人と触れ合うことができず、ソロプチミストメンバーや

協会員のサポートが必要でしたが、今では中学校でのＡＥＴ制度、アボツフォー

ド派遣、高校生の交換留学制度など生徒達の態度もすっかり変わり、むしろ頼もしくさえも感ぜられるムードになって来

ました。 

このことも、深川市が進める、住み良い街づくりの一貫として、国際交流事業に力を注いでいる効果かと思います。 

中高生の皆さんも、いろいろのチャンスを逃さず国際的視野を広げるためにも、今後とも積極的に参加を望みます。 

また、ソロプチミスト団体ばかりでなく、例えばロータリークラブ、ライオンズクラブ、ボランティア各団体にも、こ

のイベントに参加協力して頂けるよう期待したいと思います。 

 

 

 

2004 地球の森プロジェクト 

10 月 16 日、17 日の両日 14 カ国 26 名の大使館関係者をお招きして 2004 地球の森プロジェクトを実施いたしま

した。このプロジェクトは 2002 年より実施しており、今回で 3 度目の実施となるもので、今回を最終年としておりま

す。これまで、3 年間で 400 本もの植樹を実施し、深川市の緑化活動と国際交流が実施されました。 

通訳として参加されました上垣さんの感想を掲載いたします。 
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地球の森プロジェクトの感想 __________ 深川国際交流協会理事 上垣 由紀子 
21 世紀に美しく平和な地球を残

すため世界の人々と協力して、地球

環境、食糧問題を考えていこうとい

う高邁な主旨のもとに開催された

「米米フォーラム」。一緒に米作り

を体験した世界の国の大使関係者と、

さらなる交流を続けようと行われた

植樹事業「地球の森プロジェクト」

も今年で早や 3 回目となった。 

10 月 16 日、14 ヶ国 26 名の大

使、大使関係者が夕方 5 時中央公民

館に到着とのことで、ホストファミ

リーの皆さん、市の企画の方々、私

達ボランティア通訳は、緊張の面持

ちで待機していた。交通事情で少し

遅れてバスが到着。冬物のオーバー

コートを着込んだ人、カジュアルな

軽装の人、ドレス姿の人、様々な顔

立ち、様々な文化を持つであろう人

達が、次から次と降りて来た。「こ

んにちは」「よろしく」満面の笑み。 

中南米のホンジュラスの大使夫妻、

アフリカのマラウィ大使夫妻、コー

トジボワールの参事官。アジアのミ

ャンマー、イラン、ヨーロッパのセ

ルビアモンテネグロ等々…。めった

に行くことができない遠い国からの

お客様達。一人一人の笑顔を見て私

達の緊張もとけ、各々のホストファ

ミリーと対面した。その後、歓迎レ

セプションのプラザホテル板倉へ移

動した。 

歓迎会では、市長はじめ市民代表

の方々、ホストファミリー150 名が

暖かくお迎えした。国際交流協会か

らは小瀧理事長と高田さんをはじめ

6 名がボランティア通訳として参加

した。深川しゃんしゃん傘踊りも披

露される中、各々のテーブルでは国

ごとに話の花が咲き、楽しいひと時

が繰り広げられた。私の担当はウク

ライナの大使ユーリ・コステンコ氏

で大柄で暖かい印象の大使だった。

日本とのつながりの話で、まず昭和

の名横綱“大鵬”の父親はウクライ

ナ人であった事を聞かされると、コ

ステンコ氏の風貌が、少し大鵬に似

ているような気になるから不思議で

ある。ウクライナの国旗は、上下に

水色と黄色の 2 色の色使いから成っ

ているが、水色は青空を黄色は小麦

の畑を表すそうで、目の前に訪れた

ことのない肥沃な広大な穀倉地帯が

まるで浮んでくるようだった。そば

も栽培しているそうで、お国柄が違

うとまるめてスープに入れて食べる

そうです。鉄鉱石を日本に輸出して、

それを採掘する為の巨大な車を輸入

する事等、興味深い話をたくさん伺

えた。ホストの田島家で一晩過した

翌日は、コステンコ氏は、もうすっ

かり“ユーリー”という愛称で呼ば

れていた。 

2 日目は藤谷果樹園で、まずりん

ご狩りが行われた。あいにくの曇り

空だったが、時折り日が差すと、台

風にも負けずに大きく実ったりんご

がつややかに赤く、大使達は楽しそ

うにもぎ味わっていた。 

いよいよ植樹祭。会場の三瓶山で

は深川市長はじめ来賓の方々、そし

て小中学校の子供達を含む 300 名

ものたくさんの市民の方々が、開会

式を待ちかねていた。深川市長の「今

日の日を皆さんの新たな記念日にし

て下さい」というあいさつの後、し

らかば、エゾヤマザクラ、イタヤカ

エデ、カシワ等、苗木約 140 本の植

樹作業にとりかかった。 

彩りの丘の急な斜面を、コステン

コ大使を先頭に中学生 6 名が続き、

軍手にスコップを持って白い息を吐

きながら登り、自分達の番号の地点

にたどり着いた。細い苗木をあらか

じめ掘られていた穴に入れ、まっす

ぐ立つように注意しながら土をかけ、

「元気に大きく育ってね」と願いを

かけながら根の廻りをしっかりと踏

み囲めた。苗木は細く寒そうに見え

たが、でもすくとそこに立ち上がっ

たように思えた。 

私達の毎日の暮しは、生活の場で

ある地域だけ、また一つの国だけで

はもはやなりたたなくなっている。

経済にしろ、環境問題にしろ、地球

規模で考え解決していかなければな

らない時代になっている。そのため

に一番大切なのは人と人との関わり、

協力体制なくしては始められないこ

とがたくさんある。他国の人と顔と

顔を合わせ、皆の手で一本の樹を植

えたこの作業は、一つのセレモニー

のようでありながら、実はこれから

の地球の有り方、あるべき姿のモデ

ルのように思えた。雪の降る日を予

感させるような寒い日だった。彩り

の丘から眼下に稲刈りが終ったきれ

いに区分された田園が広がっていた。

紅葉は終り木々の葉は、色を落とし

来たるべき冬に備えようとしている

ようだった。10 年後、20 年後、子

供達が育つように彩りの丘の木々達

も青々と葉を繁らせ、豊かな深川の

自然の一部となっていることだろう。 

引き続き、まあぶの芝生の広場で

14 ヶ国の国ごとにテントが張られ、

昼食交流会が行われた。ジンギスカ

ンを焼きながら暖をとり、大使達も

もちつきに挑戦したり、よさこいソ

ーランに飛び入りで踊る大使もいて

楽しい一時を過した。「米米フォー

ラム」から「地球の森プロジェクト」

は 3 回をもって終了した。それは、

自然生態系の中での稲作の役割、森

林の大切さを今一度確かめ、世界的

な視野でふるさと深川を見つめ、未

来につなげる希望のプロジェクトだ

ったと思う。 
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Fukagawa International Friendship Society 
 

ホームページリニューアルのお知らせ 
深川国際交流協会ホームページは 2001 年に開設し、幅広く皆さん方に閲覧して頂いておりました。 

さて、開設以来丸４年を経過したこともあり、このたびリニューアルオープンいたしました。これからも深川の地域国

際化に向けた情報を幅広く伝えて参りますので、ご意見・ご要望がありましたら下記までお寄せください。 

 

 

◆深川国際交流協会ホームページ 

http://fukakoku.net 

 

◆深川国際交流協会 E-Mail 

postmaster@fukakoku.sakura.ne.jp 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 ‘04 ハロウィーンパーティー  ‘04 ハロウィーンパーティー

  
 ‘04 ハロウィーンパーティー  ‘04 ハロウィーンパーティー
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☺「ホストファミリー」 ・・・・・・・・・・・ 現在 42 家族の方が登録されています。 

☺「通訳・翻訳ボランティア」 ・・・ 現在 26 名の方が登録されています。 

☺「深川国際交流協会会員」 ・・・・・・ 現在、一般会員 99 名、学生会員 10 名、 

賛助会員 42 団体です。 

 【問い合せ先】深川国際交流協会事務局（深川市企画課） �26-2215 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://fukakoku.net/ 
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